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建屋滞留水の建屋外への漏えいを防止するため、周辺地下水位より建屋滞留水水位が低くなる
よう水位管理を実施している。

周辺地下水位については、汚染水発生量を極力減らす観点から、2015年9月以降サブドレン
を稼働させ、地下水位を制御しながら段階的に低下させている。

また、建屋滞留水水位については、これまでタービン建屋のみに設置された移送ポンプにより
滞留水を移送してきたが、2015年8月から、各建屋に移送ポンプを追加設置するとともに、
水位計を増やし、設備信頼性・制御性・監視機能強化を図り、段階的に低下させている。

上記の取組により、建屋内への流入が確認されていたコントロールケーブルダクトからの流入
がなくなったことを2015年11月に確認された。

滞留水処理に関する取組状況
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１号機コントロールケーブルダクトからの流入状況
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１号機タービン建屋（Ｔ／Ｂ）内の滞留水水位はT.P.1000（O.P.2500）程度まで低下させ
ており、１号機原子炉建屋（Ｒ／Ｂ）内の滞留水水位は、滞留水移送ポンプにより段階的に水
位を低下させている。

循環注水を行っている１号機Ｒ／Ｂ水位を、隣接する１号機Ｔ／ＢにおけるＲ／ＢからＴ／Ｂ
間の連通箇所であるレベルT.P.1743（O.P.3200）以下まで低下させ、１号機Ｔ／Ｂの循環
注水ラインからの切り離しを2016年３月上旬に実施する。

これに伴い、循環注水ラインからの汚染水が原子炉建屋からタービン建屋へ連通しなくなる。
今後、１号機タービン建屋内の滞留水を減少させていく。

１号機タービン建屋の循環注水ラインとの切り離し
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T/BR/B

1号機カバー
解体中

T.P.約1800
（O.P.約3300） ▼
▼ T.P.-2666
（O.P.-1230）

▼T.P.443
（O.P.1900）

※水位は2016.2.22時点

T.P.1743
（O.P.3200）
でT/Bと連通

循環注水ライン

T/B：タービン建屋
R/B：原子炉建屋

：滞留水移送設備

▼T.P.約1000（O.P.約2500）

山側サブドレン

T.P.約2800 ▼
（O.P.約4300）

海側サブドレン

▼ T.P.約2600
（O.P.約4100）
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１号機タービン建屋の循環注水ラインとの切り離しスケジュール

滞留水処理に関する主な取組

スケジュール
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各建屋の滞
留水状況の
調査等

建屋水位の
引下げ

循環注水ラ
インからの
切り離し

滞留水の放
射性物質量
の半減

建屋内滞留
水の処理完
了
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